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第三回第三回第三回第三回「「「「重重重重ねねねね合合合合わせのわせのわせのわせの原理原理原理原理」」」」まとめまとめまとめまとめ    

 

重重重重ねねねね合合合合わせのわせのわせのわせの原理原理原理原理    

定義的に言うと『『『『多数多数多数多数のののの独立独立独立独立なななな力力力力がががが作用作用作用作用するときするときするときするとき，，，，そのそのそのその効果効果効果効果はははは個々個々個々個々のののの力力力力のののの和和和和がががが作用作用作用作用するのするのするのするの

とととと同等同等同等同等であるであるであるである。。。。』』』』という風に言われています。 

噛み砕いて書くと個々個々個々個々のののの作用作用作用作用のののの和和和和がががが全体全体全体全体のののの作用作用作用作用になるになるになるになる。。。。ということです。 

図解 

まず、２つの進行波が逆方向に進んでいる

状態から考えます。（第一段） 

 

時間変化していくと、波はぶつかりますよ

ね。その時、ぶつかっている部分の波の高

さは足し算になるんですね。破線が元の波

で緑の線が重ね合わせの後の波です。（第

二段） 

 

そして、そのまま進行していき（第三段） 

 

最終的には何事もなかったかのようにお

互いの進行を続ける。 

 

ということです。つまり、波波波波のののの作用作用作用作用はははは複数複数複数複数のののの波波波波のののの足足足足しししし算算算算でででで書書書書けるけるけるけるということです。 

これを定式化すると 

合成波をψ����� 合成する前の各波をψ�, ψ�, ψ�, ……とすると 
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とかけることがわかりますね。これが重ね合わせの原理です。 

 

また、量子力学ではこれに定数倍がついて 
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という表示で状態の重ね合わせを表現します。    


